
光アナログ伝送システム（実機）の評価 
平成 20 年 2 月 22 日 

国立天文台 辰巳大輔 
 
OPTEX-PH 1803 を 2 セット（送・受信機のセット）購入し、光ファイバも増設したので 
実機のテストを行った。 
 

 デモ機の性能テストより 
Delay time  3.76 us 
Noise floor  1.8 uV/sqrt(Hz) 
 

 実機テストの結果 
Delay time  3.78 us (one-way)  <-- 7.56 us (roundtrip) 
Noise floor  1.8 uV/sqrt(Hz)    <- 1.8 x sqrt(2) (roundtrip) 
 
デモ機と consistent な結果が得られた。 
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Delay time = 7.56 us
Length of optical cable = 300m x2

Oneway Delay = 3.78 us
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Noise Level of OPTEX PH-1803

Round trip: 1.8e-6 * sqrt(2) V/sqrt(Hz)
One-way: 1.8e-6 V/sqrt(Hz)

(round trip case)



光アナログ伝送システム（デモ機）の評価 
平成 20 年 1 月 24 日 

国立天文台 辰巳大輔 
 
現在、300m 先のエンドルームよりアナログ信号を光ファイバで伝送していますが、色々

と不具合があるので、オプティック社の PF 1803 という製品のデモ機を貸していただきま

した。 
 
「性能比較表」 
                      C u r r e n t  T A M A       O P T E X  
s a m p l i n g  f r e q .      1 1 . 5  k H z            3 0 0  k H z  
i n p u t  r a n g e          + - 1 0  V              + - 1  V  
d e l a y  t i m e           8 9 . 8  u s             3 . 7 6  u s  ( * )  
n o i s e  f l o o r          3  u V / s q r t ( H z )      1 . 8  u V / s q r t ( H z )  
i n p u t / o u t p u t  C H #    4 / 4                  1 / 0  o r  0 / 1  ( * * )  
 
* 遅延時間の予想値 
10m optical cable での実測値              2.26 us 
光の伝播時間 in 300m optical fiber         1.5 us = 5 ns/m x 300 m 
 
** 1 module 当たりのチャンネル数 
 
「総評」 
○ 遅延時間の短縮が期待できる。 
△ 入力範囲が + - 1  V  である。 
△ Dynamic range は悪化。 

 Multiplex してないので 1１セットで片方向通信のみ１CH 
   -> 特注品では Multiplex 入りの製作実績ありとのこと。 
 
Lock acquisition 改善実験では遅延の少ないことはメリット 
ですので、取りあえず１セット購入してみようかと思います。 
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 会社概要

会社名 株式会社オプテックス

所在地 神奈川県川崎市多摩区中野島6-16-13

代表取締役 千葉幸正

設立 1990年8月

 主な事業内容

光ファイバ信号転送と応用機器の研究、開発、製造、販売

 主要製品

光デジタル伝送ケーブル オプトワイヤ
光RS-232Cケーブル 
光RS-422ケーブル 
光ケーブル実習キット 
光アナログ伝送リンク 
広帯域光アナログ伝送リンク  
マルチチャンネル光絶縁増幅機 
その他光応用システムの設計制作

↓クリックで拡大 

 

 
 

 製品の特徴

従来ある光コネクタを使用せず、光ファイバの入出力が発光･受光素子と直結し電気回路に直接半田付けできる新開発の光
ケーブルを基本とした製品。 FA･計測･OA･民生機器等に広く応用できる。 

 技術開発の方針

各種の電子応用装置の高精度化･デジタル化に伴い,電線による信号伝送は伝送帯域,電磁障害による誤作動･雑音の発生等
で限界がある。当社は原理的に高帯域で電気的、磁気的障害を受けず電磁波を放射しない光ケーブルを使用して,各種電子
機器･制御システム等の信号伝送に対して,光技術の応用範囲を拡大し開発･製品化を行う。 
 
 

【住所】神奈川県川崎市多摩区中野島6-16-13 
【TEL】044-932-8211 
【FAX】044-900-1049 
【最寄り駅】 JR南武線 中野島駅下車 徒歩約5分 

1/2 ページOPTEX.Co.,Ltd.

2008/01/22http://www.e-optex.com/company.html
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Delay time = 2.26 us

Length of optical cable = 10m
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1.8e-6 V/sqrt(Hz)


